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「ボランチわ」は日産スタジアムボランティア情報誌です 

 

「 新年度を新体制でスタートした日産スタジアム 」 
平成１９年４月１日横浜市体育協会の新体制でスタートした私たちの日産スタジアムは、８年

間色々とお世話になった副場長の木村 重治氏が定年退職されて、新たに小山 義訓 副場長をお迎

えしました。ボランティア直属の事業部 営業第１課には森田 尚隆 課長が着任されました。ボラ

ンティア担当は宮崎さんから佐藤 修 さんが担当となられました。今後、私たちボランティアが

お世話になるお三方から、新年度着任早々ご多忙のなか、それぞれ「ご挨拶」をいただきました。 

 会報「ボランチわ」に寄せて        日産スタジアム 副場長 小山 義訓 

平成１９年３月末日で退職されました木村重治さんの後任の小山です。どうぞよろしくお願いします。 
 まず、最初に業務報告。横浜市の行政改革の一環として、皆様に親しまれて 
きた「横浜市スポーツ振興事業団」が横浜市体育協会と統合され、４月１日か 
ら新たに「横浜市体育協会」としてスタートしました。ちなみに、皆様への委 
嘱も「横浜市体育協会」からとなります。 
 着任して１ヶ月が過ぎ強く感じていることは、横浜の宝（日本の宝といって 

もいいでしょう）を運営管理する喜びと責任の重大さ、緊張感です。そして曜 

日の感覚がなくなったことです（けっして加齢のためではありません）。 

宝もの その１ 
 日産スタジアムと芝生です。これは皆さん異論のないところですね。なにし 
ろ世界で十数か所しかないＦＩＦＡワールドカップ決勝戦会場ですから。 
宝もの その２ 
 運営ボランティアをはじめとする市民ボランティアの皆さんです。立派な施設も運営次第です。 
 皆さんのミーティングに参加し、「運営ボランティア」についての位置付けや考え方、運営の方法等につ

いての議論に感心しました。多様な意見があること、それを前提としてリーダーの方々が議論しながら運

営していること、来場者をもてなし自分も楽しむこと・・・。「おもてなしのこころ」を教わりました。我々

施設管理者が最も大切にすべきことの一つとして。 
宝もの その３ 
 横浜市の新都心・新横浜のど真ん中に広がる約７０ｈａの緑のオープンスペース（新横浜公園）です。

先日は富士山と丹沢山塊がくっきり、絶景です。広場あり、園地あり、湿地あり、現在工事中ですが完成

をお楽しみに。 
 これから、宝ものがどんどん増えていく予感がします。視点を変えると更に・・・。楽しみです。 
平成２０年３月は日産スタジアム開場１０周年となります。計画や建設を含めると２０年に近い年月が

経っています。大勢の先輩、先人の方々が築いてきた栄えある歴史に、皆さんとともに新たな歴史の一ペ

ージを刻み、そして未来の市民に横浜の宝を引き継ぎたいと考えています。 どうぞ、よろしくお願いし

ます。 

今期の活動テーマ： 明るい笑顔で、大きな声で「いらっしゃいませ」  
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 各施設を覚えることを第１に          事業部 営業第１課長 森田 尚隆 

運営ボランティアのみなさん「こんにちは」４月１日に日産スタジアムの営業第一課長に着任しました

森田です。日ごろから日産スタジアムで行われるＪリーグ等の各種イベントへのご協力をいただき、あり

がとうございます。 着任早々の只今は、この広いスタジアムや公園内の各施設を覚えることを第一にが

んばっています。 
日産スタジアムは、私が所属する（財）横浜市体育協会が運営する施設の中でも、国際級の大会等が行

われ、かつ、数万人の方が訪れる唯一の施設です。 
 みなさんには、この日産スタジアムを訪れる様々な方が楽しんで帰れるように、これまでと同様に各種

大会へのご協力をよろしくお願いいたします。                           

 日本一の施設で仕事をする誇りを持って            事業部 営業第１課 佐藤 修 

新緑が眩しい季節になってきました。日頃から皆様には大変お世話になりお礼申し上げます。 
日産スタジアムに勤務して２年目となりました。皆様と共にお客様のために何ができるのかを考え、ク

ライアントとのジョイント役を努めると共に、日本一の施設で仕事をする誇りを常に持ち続けて頑張りま

すので、よろしくお願いいたします。皆様もボランティアとして登録されたときの気持ちを大切にしてい

ただき、これからも気持ちよく活動に参加いただけたら嬉しく思います。 
情報化社会の中でデジタルな関係だけではなく、少しでもアナログな気持ちを持っていたいと思う今日

この頃です。   （ 編集子より  佐藤姓がとても多いので呼称は「修さん」で宜しいそうです ） 
◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

 

  ボランティアの皆様へ   木村前副場長 退任ご挨拶 

新緑が目にまぶしい季節となりました。 新年度に入り、皆さまお元気でご活躍のこと 

思います。 私、３月末日で横浜市を定年退職いたしました。３５年間の市職員生活の最 

後の１２年間が、新横浜での７万人スタジアムの建設と経営でした。  退職にあたり、 

９８年の競技場のオープンから０２年ワールド杯、そして今日まで、７万人スタジアムで 

共に仕事をした多くの人たちから心あたたまる励ましのお言葉をいただき、また、送別会 

をひらいていただいたり心より感謝申し上げます。 お一人お一人のお顔を思い浮かべて 

は、１２年間の様々な思い出がよみがえります。 ４月からは横浜市建築保全公社専務理事に就任いたし

ました。 ＭＭ新線で馬車道まで毎日、通勤していますが、一番の環境変化は、平日に出勤し、土、日が

休みになったことです。世間では当たり前なのでしょうが、世間とは逆の生活を１０年近くつづけてきた

こともあり、ゴールデンウイークを前に感覚が元にもどらずとまどっているところです。 

 今後は、日産スタジアムアスレテイクスアカデミーでのトレーニングやボランティア活動でスタジアムに通

いながら退職後の人生を生きていこうと思っています。 
 皆様への心からの感謝とお別れを申し上げ退職のご挨拶とさせていただきます。ほんとうにながい間、

お世話になりありがとうございました。 さようなら    ２００７年４月      木村 重治 

 新旧４氏の歓送迎会開催   

４月１４日に木村前副場長、小山新副場長、森田営業第１課長、佐藤修営業課員を 
お迎えして、運営ボランティア２８名と一緒に賑やかに歓送迎会が開催されました。 
木村氏からは、ボランティア初年からワールドカップ、そして西田前場長の思い出話 
などが楽しく語られ、新任３氏からは、日産スタジアムへのこれからの抱負を希望を 
もって話されました。活動直後のため、並べられた飲物やお料理は瞬く間にお腹に消 
えて追加注文が間に合わないほどでした。大いに飲み大いに語り、別れを惜しみ、こ 
れからのボランティア活動に希望をいただいた２時間でした。 
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日産スタジアム 運営ボランティア 
 
 
  

平成 19 年 2 月 12 日、日産スタジアム 301 号室において運営ボランティア平成 18 年度第 2 回全員集会

が木村副場長とマリノス（株）中村取締役のご臨席を賜り、９６名の参会者のもとに開催されました。 

 木村副場長のお話   

皆さんこんにちは 昨年は日産スタジアムにとって大きな出来事がありま 
した。ひとつは、４月から指定管理者制が導入されました。それから新横 
浜公園の経営を私どもスポーツ振興事業団と、横浜マリノスさん、ハリマ 
ビステムさん、ＪＶ３社のグループで行っていくことが昨年一番の大きな 
変化だったことです。もうひとつは、８月から北側園地といっている新横 
浜・元石川線の鶴見川沿いの部分がオープンして、野球場・運動公園・投 
てき練習場が出来ました。今年のスケジュールについては、基本的には例年 
と大きく変わりません。大きく変わるのは横浜ＦＣがＪ１に昇格したことです。マリノスさんのホームゲ

ームのほかに、横浜ＦＣのホームゲームが６試合ほど入っています。年間スケジュールを見ると、今まで

ですとマリノスさんの試合が隔週ごとにあり、その間の週については一息つけるという感じでしたが、今

年の場合は毎週Ｊリーグが入ってくるというシーズンになるのかと思います。 ９８年の国体にボランティ

アさんの募集が始まって、それから今日まで経ったわけですが、ちょっとメンバーが固定化され少なくな

ってきたように思われます。これからの課題として新しいメンバーをどうやって募集していくかと思って

おります。これから１年が始まります。日産スタジアムを皆さんで支えていって頂きたいと思います。 
 中村取締役のお話 （要約）  

皆さんこんにちは まず、昨年来ﾁｰﾑの色んなご心配を戴いている件について 
私どものプラン・方針についてのご説明と、私どもが考える ボランティアとは 
について、少し触れさせていただきます。 
ひとつは、一昨年から連続９位という、ﾁｰﾑの成績をどのようにしたらもう一 

度チャンピオンに返り咲けるかと真剣に議論を重ねてきました。一つの方向性 
として、限られた予算の中でいいパフォーマンスをするﾁｰﾑを作るには二つの 
方法がある。飛びぬけた外国人、キープレーヤーを連れてきて、普通であれば 
チーム３０人に１０という資源〔資金〕をそれぞれに割っていく事が一番良いの 
ですが、それですと、突出したﾁｰﾑが作りにくい。では非常に良い選手５人をを高く付いてもよいから連れ

てきて揃えて、残り２５人は一生懸命やる選手を揃えるというやり方もある。尚且つﾁｰﾑ一回や二回で優勝

に満足するのではなく、常に優勝できる、又優勝争いに残れるﾁｰﾑ、最後の最後まで少なくともベスト３に

あるいは、５本の指に入っていくようなそういった力をもつﾁｰﾑを作るにはどうしたらよいか、という事で

今年選手の若返りをしました。 
私達は今年は自信を持って戦って行けるのではないか、ということを皆さんにお約束いたします。 
ふたつめは、ボランティアに対する考え方。私もサッカーの仕事でワールドカップ、海外の大会を見て

きて、よく思うのはヨーロッパではもう会場の中に（シミズ・ニッソウのような）プロの係員の仕事はあ

まり無いのです。警備は警察それ以外の係員の方はスチューワードなどの名称のボランティアの方々が運

営をおこなっている。どうしてこの様なことが出来るかというと、社会の制度が全く違う。特にアメリカ

などですと、学校にボランティア講座があり、色んな研修をすると、学校の単位になる。そうした国とし

ては、教育としてボランティア活動を非常にみとめています。学生も課外研修の形でいろんなボランティ

アに参画する。そこでその履修の証明を貰うと学校に帰ってその単位をもらえるという仕組みになってい

る。２年程前に、県教育長とお会いする機会があり「神奈川県だけでも高校の３年生、２年生に社会貢献

活動、あるいは社会の活動としてそういった講義を持たせる事は出来ないか」とお願いしてみました。 
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 平成１８年度全員集会（第２回）議事録  平成 19 年 2 月 12 日 13 時～15 時 301 号室 

議案審議  座長選出、リーダー部会川口氏を選出   座長より出席者数等の確認要請。事務局が報告。 
本日現在の登録者総数 ３２８人 ・委任状〔運営委員長に一任〕 １６３名 ・出席者 ９６名   

   【議案１】運営ボランティア活動の改善点について 
・ 横塚運営委員長より、議案書に基づき説明 

意見・ 集合時間の変更で、集合時間を開門の１時間３０分前、キックオフの３時間前にすることで調整

しているとなっているが、これまではキックオフ何時間前と頭に入っている、統一してほしい。 
回答・ 統一するように致します。 
意見・ 新規登録メンバーの固定化によるコミュニケーションの促進で伺う。私の知り合いで、昨年、紹

介して入ってもらった。同じ活動場所に配置となり非常にいやな思いをしたといっていた。(この

制度は)今年の新人だけなのか、昨年入った人も含めての新人とするのか。 
回答・ 昨年は、１７年度、１８年度の人を集めて、２回同じグループで活動をしてもらいました。今後

も要望によっては１７年度、１８年度の新しい人も、１９年度の人と一緒に固定化したグループ

で半年ほど試行していきたいと思います。 
意見・ インセンティブに関して、ポイント制を採用したいとのことだが、ポイント制は運営委員会が検

討するのではなく、競技場、又はマリノスが検討するべきではないか。ポイントがほしいから活

動に出で来るというのはどうか思う。 
回答・ 意見として賜ります。運営委員会として、競技場及びマリノスと一緒に検討する項目とします。 
意見・ ボランティアの活動範囲を広げる、登録者人数も増やす、とあるが、それよりもボランティアの

再教育をして、質の高いボランティアを作り、その上で人数を増やし活動範囲を広げる方が良い

のではないか。 
回答・ ボランテイアの質の向上は目指していかなければなりません。そのために皆様方からどうしたら

質の向上が図られるか、良い知恵がありましたら是非ご提案してください。 
以上色々なご意見が寄せられましたので、今後の運営委員会としはご意見を参考として、検討し

てまいります。 
・ 座長から本件を了承するかを問い掛けがあり、異議なしの声を持って了承された。 

   【議案２】運営委員会規約（案）の審議と承認  
・ 安田副委員長より運営委員会規約（案）について説明。 

意見・ 規約の第２条で、委員は自薦又は他薦より選出する。となっている。申込みの方法が良くわから

ない。はっきりとさせてほしい。 
回答・ 規約文章に載せてはいませんが、申込み方法をはっきりと致します。 
意見・ 委員の申込みにおいて、委員長がその権限を持っているのか。 
回答・ 委員の申込みは、自薦、他薦に関わらず委員長宛に申し込んでください。 
意見・ 委員長・副委員長は総会で承認を得るとなっている。議案 1 の報告資料には総会の時期が７月と

なっているが、本日の集会での承認と、７月総会での承認とのタイミングよく分からない。 
回答・ 昨年７月の集会で運営委員会設立の承認を得た時、自薦・他薦で運営委員として活動している者

についは今回の集会で承認を得る、となっていました。今後については未定ですが、２月と７月

に総会を行ないたいと考えています。２月、７月のどちらかを定例総会、どちらかを臨時総会と

して行きたいとの案で検討していきます。 
・ 座長より本案を了承するかの問いかけがあり、拍手多数を持って可決された。 

    【議案３】運営委員会委員の承認 
・ 横塚運営委員長より運営委員の承認について議案を説明 
・ ９名の委員候補の人たちが前に出て自己紹介 
・ 座長より本案を了承するかの問いかけがあり、拍手多数を持って可決された。 
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・ 座長から運営委員の募集について説明 
・ 現在９名の委員で、定数が不足しています。規約では１０～１５名で構成するとなっています。 

私がやります、という方が居られましたら委員長まで連絡してください。 
また、運営委員会会議にオブザーバーとして会議に出席希望の方も委員長まで連絡ください。 

【議案４】運営ボランティア総会の必要性について 
・ 横塚運営委員長より総会の必要性についての議案を説明 

意見・ 本日の集まりは全員集会となっている。今後承認されれば総会という名称で委員会は意志統一さ

れているのか。 
回答・ 名称にはこだわっていませんが、承認されればこれからの集まりは、総会という名称で提案して

います。 
意見・ 集会と総会の違いがあるのではないか。集会は同じ考えの人が集まって会を開くとあり、総会は

ある団体とか、利害関係、上下関係の集まりが総会ではないか。ボランティアは利害、上下関係

は無く同じ考えの集まりなので集会の方が良いのではないか。 
回答・ 総会の必要性について、その理由を３つ挙げています。 

1、運営ボランテイアの総意を示す機関 
2、運営委員会の執行状況を監視する機関 
3、委員を選任する機関   

        以上の理由で総会が必要であり、総会という名称で提案させていただいています。 
 意見・ 総会となると圧力団体になるのではないか。 
 回答・ 圧力団体にはなりません。 
 意見・ 私達は組織の構成員の一員です。集会の名称にこだわって、案件を運営委員会に丸投げしてそ

れに従うということではなく、ここに提案されているように総会として皆で決めていくことが

良いボランティア活動にするために必要と思う。固苦しいけれど役割を決めてきちんとした体

制にしたほうが良い。 
 意見・ 総会としても、ボランティアの集まりは上下関係を作るようにはならない。ボランティア活動

をスムーズに運営していくには役職なり、規約なりを作成していく事が必要ではないか。９年

目に入るが今まで部会とか集会で要望、クレーム等は出されたが、それらについて総意を図る

ことがなかった。よって総会は必要である。 
 意見・ スポーツ振興事業団より委嘱を受けてはいるが、独立した機関ではないので集会でよいのでは。 
 意見・ 以前交通費が２０００円から１０００円に、活動体制も１２６人から１５６人となった。       

どの様な経緯でこのようになったのか。また、このようなことは集会と総会でどの様な違いが

出てくるのか。 
 回答・ 今までは、交通費が２０００円から１０００円に、活動体制が１２６人から１５６人になった

とき、ボランティア側に何の議論は無く、総意を持つという事もありませんでした。こちらの

意向は一切聞かれていません。今後は我々から総意にて、競技場やマリノスさんにお願い、相

談、提案が出来るようになります。 
 意見・ 競技場より委嘱を受けている。団体交渉するために総会という名称にこだわっているのか。こ

の席上に競技場の木村副場長さんが居られるので競技場としての考えをお聞きしたい。 
 座長・ 木村副場長さんお願いいたします。  木村副場長（別紙） 

・ 座長より採決に入るかの問いかけがあり、賛否を問う方法について議論。 
・ 挙手により賛否を確認。 

        運営ボランティア総会の必要性についての採決    
        結果  １．反対     ７票 
            ２．賛成、   ９６票 (＋委任状１６３票＝２５６票) 

・ 多数多数にて本案は可決された。 
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・ このあと運営委員長から以下の動議が提出されました。 
① 運営委員会に対して総会の規約(案)を検討するように指示してほしい。 
これに対して、以下の付帯意見が出された。 
② 運営委員会の規約の中で、第１１条規約の改廃で総会の承認をえるとなっている。ここは、過半

数又は、３分の２以上というように具体的に文言を入れてほしい。 
  以上については、②の意見を踏まえて、①の検討を運営委員会が中心となって進めることに決まった。 
  座長・ 以上を持ちまして、本日の運営委員会より提案された議案について終了させていただきます。 
    次に各部会より報告をお願いします。   各部よりの報告(別紙)        

 以 上  
◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

 

                                                 

  
全員集会に先立ち、同日午前 10 時から 12 時まで、港北消防署より消防署署員 8 名に講師としてお出いた

だいて、救急法の研修会が開催されました。今回の研修会は、“あなたの行動で救える命があります”とい

うキャッチフレーズで、日産スタジアムでも各所に設置してあるＡＥＤ〔自動体外式除細動器〕について

の知識を習得するための「心肺蘇生とＡＥＤ〔自動体外式除細動器〕の取り扱い方」を、参加者全員が実

戦さながらの真剣で熱心な内容で受講されました。 
講習内容概 ①意識の確認→肩をたたいて『大丈夫ですか』など 3 回呼び

かける ②助けを呼ぶ→『誰か来てください』大きな声で応援を呼び 119
番とＡＥＤを依頼する ③気道の確保、呼吸の確認→ 傷病者の口と鼻に

耳を近づけ、呼吸の確認を行う④人工呼吸、循環のサインの確認→ 気道

確保を行い、鼻をつまんでゆっくりと息を吹き込む。⑤心臓マッサージ、

人工呼吸→１分間に 100 回のリズムで 15 回心臓マッサージを行う。 
⑥ＡＥＤが到着しだい、ＡＥＤを使用。   
 こんなときにはＡＥＤ  ① 蓋を開けると電源オン ② 電極シールを体に貼る ③ 放電ボタンを押す 
 

 

 

 

 研修会・全員集会と精力的に行われた最後の〆は、ボランティア全員がお楽しみの豪華賞品つきの交流

会が賑やかに開催されました。 参加者数：１０６名 運営 ７８名、見学 ２１名 合計 ９９名 
ご来賓：マリノス（株）２名（暈 良基 様、森川 晃 様）スタジアム５名 
 交流会開会に先立ち、我々ボランティアのスタート時から数々お世話になっ 
た木村副場長と、昨年１２月に目出度く結婚された宮崎ボランティア担当のお 
二方へ、記念品贈呈のセレモニーがありました。 
木村副場長「 まだ先のことですが、このような物を頂くといよいよその時がき 
たのかな、と思います 」 
宮崎さん 「 昨年１２月に結婚しました。名前が変わりましたが、スタジアムではそのまま 宮崎 です 」 
その、熱い熱い新婚の宮崎さんの乾杯の音頭で、冷えたビールが全体集会の熱心な議論で乾いたのどを潤

し、賑やかな交流会が開催されました。１時間少々の短い時間での開催なので、皆さん急ピッチで飲み且

つ食いで、瞬く間にオードブルの大皿が平らげられ、高級シャンペンの大瓶もあっという間に飲み干され

ました。〆はマリノス（株）ご提供１００点以上の豪華賞品抽選会で全員大喜び！！！いつもお世話にな

っておりますマリノスさん、本当に有難うございました。 
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 運営委員会 活動報告                    運営委員長 横塚雅実 

先の全員集会で運営委員長を拝命しました。今後引き続き１年間、与えられた課題に対して精一杯、取

り組んでまいります。 

さて、今年度の課題は以下の 3 点です。まず、①「総会」の規約をつくり、あわせて私たち運営ボラン

ティア組織の大枠を検討します。また、先の全員集会で報告した、②「アンケート結果を踏まえた活動改

善の方向性」を一つひとつ具体化していきます。更に皆さんが今後とも積極的に参加いただけるよう③部

会活動の見直しを進めてまいります。 今年度は、横浜ＦＣ戦の運営ボランティア活動が加わる一方、活

動応募人員が毎回 80～100 人程度にとどまるという状況が続いています。この不具合を克服するためには、

引き続き「魅力ある運営ボラボランティア活動を再構築する」ことが重要と考えています。これを目標と

して、運営委員一同 3つの課題に取り組んでいきますので。何卒、ご協力のほどお願い申し上げます。 

全員集会以降の活動経過 

運営委員会会議開催 平成 18年度第 9回 平成 19年 2月 25日(日) 

平成19年度 第1回 平成19年4月 1日(日) 第2回) 平成19年4月29日(日) 

第３回 平成 19年 5月 19日(土) 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

                   
 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタジアムボランティア体験活動＆Ｊリーグオールスター参加者募集！ 

研修交流部から２つの活動体験ツアーを企画いたしました。皆さまお誘いのうえのご参加をお待ちし

ています。 

１：６月２３日（土）川崎ＶＳ磐田 １５：００キックオフ 等々力競技場 

今や強豪クラブでありながらも、地域密着型は相変わらずでローカルな雰囲気も残る、川崎フロンター

レ。お隣りさんと一緒に初夏の等々力で一日ボラ活動をしてみませんか？  試合終了後はもちろん、

懇親会もあります。  募集定員…１０名 弁当支給  

２：８月４日（土）Ｊリーグオールスター キックオフ時間未定 エコパスタジアム（旧静岡スタジアム）

「選手がオールスターなのだから、ゲームの運営も各クラブのボランティアさんに参加してもらって一

緒に活動することはできないだろうか？」ということがきっかけとなった、ボランティアが集まる年に

一度の祭典です。全国から１００名以上の仲間との大宴会も楽しみです。 

募集定員…１５名程度 弁当、ユニフォーム支給 夜の試合になると思うので、マイカーで来られる方

以外は１泊となる可能性大です。翌日ミニ観光も計画中です。 

申し込み、ご質問等は事務局まで   

 

※ 交通費、宿泊代、宴会代などはすべて自己負担となります。ボランティア保険には 

加入済みです。定員になり次第受付終了といたします。希望の方には昨年の模様のＣＤを 

お貸しいたします。 なお、この企画はボランティア有志の自主企画です。 

 次号予告  「ボランティア活動を１０倍楽しくする方法」「家族で,夫婦で楽しいボランティア

活動体験記」 近くご家族,ご夫婦の皆さんにに突撃インタビューしますので宜しくお願いします。 

皆さんの 楽しい記事、苦言記事、提案記事など、ハガキでどしどしお寄せください。待ってまーす。

編集委員募集！今後は更に紙面、内容ともに拡充していきたいと考えておりますので、 

是非とも編集に興味のある方、紙面を楽しいイラストで飾ってみたいと思われる方、 

どうぞ「ボランチわ」の編集にご参加ください。ボランチわ編集担当（大家）まで  
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発行・編集 日産スタジアムボランティア ボランチわ編集担当 

〒222-0036 横浜市港北区小机３３００ 日産スタジアム  Tel 045-477-5030 Fax 045-477-5002 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 編集後記 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 ボランティア発足から一緒に歩んできました木村副場長が退職され、４月から新しく小山副場長を迎

えた節目の本誌発行となりました。木村前副場長には、本誌のご挨拶にもありましたように、私たちボラ

ンティアと一緒に活動ができる日を是非とも迎えたいと思います。        （ 大家 ） 

＜６月以降のボランティア活動予定表＞ 

  イベント名 集合時間 試合開始 

６月 ９（土） Ｊリーグ 横浜Ｆマリノス ＶＳ ｼﾞｪﾌﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ千葉 １５：３０ １９：００

 １６（土） Ｊリーグ 横浜ＦＣ ＶＳ ジュビロ磐田 １５：３０ １９：００

 ３０（土） Ｊリーグ 横浜ＦＣ ＶＳ ｼﾞｪﾌﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ千葉 ９：３０ １４：００

  プロジェクトＶ活動報告&お知らせ   

ボランティアの皆さんいつもプロジェクトＶにご協力いただき有難うございます。昨年の活動実績の

報告と本年度第１回活動のお知らせです。本年もご協力宜しくお願いいたします。 

活動実績：18年 7月 23日ｖｓアビスパ福岡 ご招待 障害者地域活動ホーム「しもだ」 １１名 

          ７月 30日ｖｓアルビレックス新潟 ご招待 ラポール「えくぼＦＣ」  ２０名 

          11 月 26日ｖｓ大分トリニータ ご招待 同愛会ＰＷＬ－ＦＤＩサッカー部２０名 

本年度第１回 ６月３０日横浜 FCｖｓジェフ千葉 ご招待はボランティアの志方さんが代表をされて 

いる相模原市の知的障害者サッカーサークルFC松ヶ丘の皆さんです 

  部会からのお知らせ   

■リーダー部会 

 只今リーダー部会員は総勢１５名でフル回転で活動に頑張っています。常時１５名が活動できる

とは限らないので、毎回、元リーダーの方にも応援をお願いしている現状です。「今後の活動をもっ

と楽しくもっと明るくやってゆこう」と意欲のある皆さん、どうぞリーダーに参加してください。新

旧などは気にしないで、より良い活動をリードしよう,という方をお待ちしています。 
■研修交流部会 

 いま、夏の研修会に「良いリーダーとは」のテーマで計画を立てています。皆さんからグッド

アイデアをお寄せください。今年も７ページ掲載の「他スタジアム体験活動・オールスター活動」の

企画ができました。どうぞ昨年の参加者からお話を聞いて、大勢のご参加をお待ちします。 

■イベント部会 

 今年もボランティア交流として毎年恒例のバーベーキューを企画準備しています。 

■情報部会 

 引き続き 愛される「ボランチわ」を発行していきますので、編集メンバーを募集しています。 

 

お知らせ 
次回の総会･研修会の開催を 7 月 16 日（月･祝日）に予定しております   


